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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノンインターレース信号から垂直同期信号を抽出する同期信号抽出手段と、
　上記垂直同期信号に基づいて、画素ごとのスイッチング素子に対する信号電圧の極性を
フレームごとに反転させる第１の極性反転信号を生成する第１の反転信号生成手段と、
　上記ノンインターレース信号における奇数フレーム及び偶数フレーム間で輝度レベルの
差が所定の閾値を超えている画素がフレーム内に所定数以上あるフレームが所定数繰り返
された場合に反転制御信号を生成する反転制御信号生成手段と、
　上記反転制御信号入力時には、上記垂直同期信号に同期して垂直走査周期ごとに上記第
１の極性反転信号を反転させて第２の極性反転信号として出力し、上記反転制御信号の非
入力時には、上記第１の極性反転信号が上記第２の極性反転信号として出力する第２の反
転信号生成手段と、
　上記第２の極性反転信号に基づいて、上記各スイッチング素子を駆動するスイッチング
素子駆動手段とを備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記第２の反転信号生成手段は、遅延フリップフロップ回路及び排他的論理和回路から
なり、上記反転制御信号及び上記垂直同期信号がそれぞれ上記遅延フリップフロップ回路
に入力され、この遅延フリップフロップ回路からの出力信号及び上記第１の極性反転信号
をそれぞれ上記排他的論理和回路に入力することにより、上記第２の極性反転信号を生成
することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
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【請求項３】
　上記反転制御信号生成手段は、上記反転制御信号を４フレームごとに出力し、この反転
制御信号が入力した直後の１フレーム間のみ、上記第２の極性反転信号を上記第１の極性
反転信号が反転した信号とすることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、さらに詳しくは、薄膜トランジスタなどのスイッチン
グ素子に対する信号電圧の極性をフレームごとに反転させる交流駆動方式の液晶表示装置
の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では、同じ画素電極に対して同一極性の信号電圧を長時間にわたって印加
すると液晶の特性が劣化する現象、いわゆる焼き付きが発生することが知られている。こ
の様な焼き付きを防止するため、各画素に書き込まれる信号電圧の極性を反転させる交流
駆動と呼ばれる手法が従来から採用されている。例えば、同一画素に印加する信号電圧の
極性を映像信号のフレームごとに反転させることによって焼き付きを防止している（例え
ば、特許文献１）。
【０００３】
　図８は、従来の液晶表示装置の構成を示した図である。この液晶表示装置１００は、ア
クティブマトリクス型と呼ばれる表示装置であり、液晶表示パネル部２、ソース駆動部１
０１及びゲート駆動部４からなる。液晶表示パネル部２は、多数のソース線６及び多数の
ゲート線７を交差させて配置し、その交点には薄膜トランジスタからなるスイッチング素
子を備えた画素が形成されている。
【０００４】
　ソース駆動部１０１は、信号処理部８、ソースドライバＩＣ９及び極性制御部１０２か
らなり、映像信号に基づいて、ソース線６を介して画素ごとに信号電圧の印加を行ってい
る。ゲート駆動部４は、ゲート制御部１０３及びゲートドライバＩＣ１０４からなり、映
像信号に基づいて、ゲート線７を介してゲート線７ごとに各画素の薄膜トランジスタにお
けるゲートの開閉を行っている。
【０００５】
　信号処理部８は、映像信号の振幅レベルから各画素に対する信号電圧を定め、その電圧
データを順次にソースドライバＩＣ９に出力している。極性制御部１０２は、映像信号か
ら抽出した水平同期信号及び垂直同期信号に基づいて、信号電圧の極性を反転させるため
の極性反転信号１０５を生成し、各ソースドライバＩＣ９に対して出力している。ソース
ドライバＩＣ９は、この極性反転信号１０５と上記電圧データとに基づいて、ソース線６
に対して順次に信号電圧を印加し、各薄膜トランジスタを駆動する。
【０００６】
　ゲート制御部１０３は、映像信号から抽出した水平同期信号及び垂直同期信号に基づい
て制御データをゲートドライバＩＣ１０４に出力し、ゲート線７ごとのゲートの開閉制御
を行っている。ゲートドライバＩＣ１０４は、この制御データに基づいてゲート線７を介
して順次にゲートを開閉する。すなわち、ゲート線７ごとに順次にゲートが開かれ、ゲー
トが開いている状態にある１つのゲート線７上の各薄膜トランジスタだけが書き込み可能
となる。つまり、この様な状態にある各薄膜トランジスタに対してソース線６を介して信
号電圧が順次に書き込まれる。このとき、各薄膜トランジスタに対する信号電圧の極性は
、極性反転信号１０５によって垂直走査周期ごとに反転する。つまり、映像信号における
フレームごとに各画素に対する印加電圧の正負の極性が反転するようになっている。
【０００７】
　また、ドット反転駆動方式では、隣接する画素に対する信号電圧の極性を互いに反転さ
せる制御も行われる。すなわち、ゲート線７上の隣接する画素に対する信号電圧の極性を
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互いに反転させるとともに、ゲート線７間で隣接する画素に対する信号電圧の極性も互い
に反転させている。この様な交流駆動によって、画素が焼き付くのを効果的に防止してい
る。
【０００８】
　一般に、液晶表示装置では、映像信号としてインターレース信号が入力される場合、走
査線補間によってノンインターレース化（プログレッシブ化）する必要がある。通常、ビ
デオカメラで撮影された映像やテレビの受信映像などには、できるだけ少ない情報量で解
像度を上げ、動きを滑らかにするために飛び越し走査（インターレース）という手法が用
いられている。この様な映像信号（インターレース信号）では、１フレームを２回に分け
て走査が行われる。例えば、ＮＴＳＣの場合、１／３０秒ごとのフレームがそれぞれ奇数
フィールドと偶数フィールドとに分けられ、最初の１／６０秒間は奇数番目の走査線だけ
が映し出され、次の１／６０秒間は偶数番目の走査線だけが映し出される。
【０００９】
　しかしながら、上述した様な従来の液晶表示装置では、インターレース信号に対する走
査線補間により得られるノンインターレース信号の表示を行わせようとすると、同一映像
が複数のフレームにわたって連続して映し出されるような場合に、交流駆動が成り立たな
い画素が生じてしまうという問題があった。
【００１０】
　図９は、従来の液晶表示装置におけるノンインターレース信号の表示画面を示した状態
図である。図９には、各画素に印加された信号電圧の極性が画素ごとに示されているとと
もに、偶数フレーム１１１及び奇数フレーム１１２が比較して示されている。また、この
図９では、偶数フレーム１１１及び奇数フレーム１１２のそれぞれにおいて同一映像が繰
り返し画面表示され、かつ、偶数フレーム１１１及び奇数フレーム１１２間で異なる映像
が交互に表示される場合について示されている。偶数フレーム１１１は、インターレース
信号における偶数フィールドを走査線補間することにより得られ、画面上の表示領域１１
１ａ以外の表示領域１１１ｂ及び１１１ｃにおいて各画素に印加された信号電圧は、コモ
ン電圧（共通電極に印加される電圧）と等しくなっている。つまり、表示領域１１１ａで
は、極性が画素及びゲート線７ごとに反転する信号電圧が印加されており、表示領域１１
１ｂ及び１１１ｃでは、各画素に対する信号電圧がコモン電圧と等しくなっている。ノー
マリブラックと呼ばれるタイプのものでは、表示領域１１１ａが白く、表示領域１１１ｂ
及び１１１ｃが黒く表示される。
【００１１】
　一方、奇数フレーム１１２は、インターレース信号における奇数フィールドを走査線補
間することにより得られ、画面上の表示領域１１２ａ及び１１２ｂ以外の表示領域１１２
ｃにおいて各画素に印加された信号電圧がコモン電圧と等しくなっている。各表示領域１
１２ａ～１１２ｃは、それぞれ表示領域１１１ａ～１１１ｃと同一の領域である。各表示
画面の下には、白表示と黒表示の境界である表示領域１１１ｂ及び１１２ｂにおける信号
電圧がゲート線７上の画素ごとに示されている。この様な偶数フレーム１１１及び奇数フ
レーム１１２が複数のフレームにわたって交互に繰り返し表示される場合、白と黒の境界
の表示領域１１１ｂ及び１１２ｂでは、各画素に対する交流駆動が成り立たない。つまり
、この表示領域１１１ｂ及び１１２ｂでは、逆極性の信号電圧の印加が一定期間行われな
い。
【００１２】
　図１０は、従来の液晶表示装置において画素に印加される信号電圧の極性を垂直走査周
期ごとに示した図である。表示領域１１１ｂ及び１１２ｂでは、各画素に対して印加され
る信号電圧の極性が垂直走査周期ごとにゼロと、例えば、負とを交互に繰り返されている
。このため、逆極性の信号電圧の印加が行われず、各画素に直流成分が蓄積されてしまう
。直流成分が蓄積されると、画素が焼き付きを起こし、焼き付きを起こした画素部分が他
の表示画面を映し出した際に残像（フリッカー）となるなどの悪影響を及ぼす。図１１は
、図９の表示画面の表示後に表示された表示画面１１３上において残像となった表示領域
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１１３ａ（表示領域１１１ｂ及び１１２ｂと同一領域）を示している。
【００１３】
　図１２及び図１３は、従来の液晶表示装置における表示画面をフレームごとに示した状
態遷移図である。図１２では、偶数フレーム１２１，１２３及び１２５と、奇数フレーム
１２２，１２４及び１２６との間で交互に信号電圧の極性が反転されており、画素の焼き
付きは起こらない。これに対し、図１３では、偶数フレーム１３１，１３３及び１３５に
おける表示領域１３１ａ，１３３ａ及び１３５ａ以外の表示領域と、奇数フレーム１３２
，１３４及び１３６における全ての表示領域とがコモン電圧であり、表示領域１３１ａ，
１３３ａ及び１３５ａにおいては、交流駆動が成立しない。このため、この様な映像信号
が入力された場合には、表示領域内の各画素に直流成分が蓄積され、焼き付きを起こすと
考えられる。
【特許文献１】特開平１１－１４９２７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上述した通り、従来の液晶表示装置では、インターレース信号に対する走査線補間によ
り得られるノンインターレース信号の表示を行わせると、同一映像が複数のフレームにわ
たって連続して映し出されるような場合に、交流駆動が成り立たない画素が生じて、画素
が焼き付きなどの表示不良を起こしてしまうという問題があった。
【００１５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、表示品質を向上させた液晶表示装置
及びその交流駆動方法を提供することを目的としている。特に、画素の焼き付きを抑制す
ることができる液晶表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明による液晶表示装置は、ノンインターレース信号から垂直同期信号を抽出する同
期信号抽出手段と、上記垂直同期信号に基づいて、画素ごとのスイッチング素子に対する
信号電圧の極性をフレームごとに反転させる第１の極性反転信号を生成する第１の反転信
号生成手段と、上記ノンインターレース信号における奇数フレーム及び偶数フレーム間で
輝度レベルの差が所定の閾値を超えている画素がフレーム内に所定数以上あるフレームが
所定数繰り返された場合に反転制御信号を生成する反転制御信号生成手段と、上記反転制
御信号入力時には、上記垂直同期信号に同期して垂直走査周期ごとに上記第１の極性反転
信号を反転させて第２の極性反転信号として出力し、上記反転制御信号の非入力時には、
上記第１の極性反転信号が上記第２の極性反転信号として出力する第２の反転信号生成手
段と、上記第２の極性反転信号に基づいて、上記各スイッチング素子を駆動するスイッチ
ング素子駆動手段により構成される。
【００１７】
　この様な構成によれば、奇数フレーム及び偶数フレーム間の輝度差が所定の閾値を超え
ている画素がフレーム内に所定数以上あるフレームが所定数繰り返された場合に生成され
る反転制御信号に基づいて第２の極性反転信号が生成されるので、交流駆動が成り立たな
い画素が生じる場合に、上記反転制御信号によって信号電圧の極性を反転することができ
、画素が焼き付きを起こすのを抑制することができる。
【００１９】
　本発明による液晶表示装置は、上記構成に加え、上記第２の反転信号生成手段が、遅延
フリップフロップ回路及び排他的論理和回路からなり、上記反転制御信号及び上記垂直同
期信号がそれぞれ上記遅延フリップフロップ回路に入力され、この遅延フリップフロップ
回路からの出力信号及び上記第１の極性反転信号をそれぞれ上記排他的論理和回路に入力
することにより、第２の極性反転信号が生成されるように構成される。この様な構成によ
れば、簡素な構成によって画素の焼き付きを抑制するための回路を実現することができる
。
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【発明の効果】
【００２０】
　本発明の液晶表示装置及びその交流駆動方法によれば、同一映像が複数のフレームにわ
たって連続して映し出されるような場合であっても、反転制御信号によって信号電圧の極
性を反転させるので、画素が焼き付きなどの表示不良を起こすのを抑制することができ、
表示品質を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１による液晶表示装置の概略構成の一例を示した図である
。本実施の形態の液晶表示装置１では、反転制御信号に基づいて交流駆動が行われる。こ
の液晶表示装置１は、アクティブマトリクス型表示装置であり、マトリクス状に配置され
た画素ごとにスイッチング素子としての薄膜トランジスタを備え、液晶表示パネル部２、
ソース駆動部３、ゲート駆動部４、補間処理部Ａ１及び反転制御信号生成部Ａ２からなる
。液晶表示パネル部２上には、インターレース信号を走査線補間することにより得られる
ノンインターレース信号に基づく映像が表示される。
【００２２】
　補間処理部Ａ１は、液晶表示装置１の外部から入力されるインターレース信号に対して
走査線補間による補間処理を行っており、ノンインターレース信号を出力している。この
ノンインターレース信号は、インターレース信号を２次元ＩＰ（Interlace to Progressi
ve）変換することにより順次に生成される。
【００２３】
　反転制御信号生成部Ａ２は、補間処理部Ａ１からのノンインターレース信号に基づいて
、交流駆動を制御するための反転制御信号を出力している。この反転制御信号は、ノンイ
ンターレース信号におけるフレーム間の比較結果から生成される。例えば、奇数フィール
ドを走査線補間することにより得られる奇数フレームと、偶数フィールドを走査線補間す
ることにより得られる偶数フレームとの間における輝度差に基づいて生成される。すなわ
ち、奇数フレーム及び偶数フレーム間で輝度レベルの差が所定の閾値を超えている画素が
フレーム内に所定数以上あり、その様なフレームが所定数繰り返された場合に生成される
。例えば、奇数フレーム及び偶数フレーム間で異なる映像が交互に表示され、かつ、奇数
フレーム及び偶数フレームのそれぞれにおいては同一映像が複数のフレームにわたって映
し出されるような場合に、所定のタイミングで生成される。この様にして生成された反転
制御信号は、ソース駆動部３に出力される。
【００２４】
　ソース駆動部３は、反転制御信号生成部Ａ２からの反転制御信号と、補間処理部Ａ１か
らのノンインターレース信号に基づいて、ソース線６を介して画素ごとに信号電圧の印加
を行っている。ゲート駆動部４は、補間処理部Ａ１からのノンインターレース信号に基づ
いて、ゲート線７を介してゲート線７ごとに各画素の薄膜トランジスタにおけるゲートの
開閉を行っている。
【００２５】
　図２は、図１の液晶表示装置における要部の構成例を示したブロック図であり、ソース
駆動部３の詳細が示されている。このソース駆動部３は、信号処理部８、ソースドライバ
ＩＣ９、同期信号抽出部１０、第１の反転信号生成部１１及び第２の反転信号生成部１２
により構成される。
【００２６】
　信号処理部８は、ノンインターレース信号の振幅レベルから各画素に対する信号電圧を
定め、その電圧データを順次にソースドライバＩＣ９に出力している。同期信号抽出部１
０は、ノンインターレース信号から水平同期信号及び垂直同期信号の抽出を行っている。
垂直同期信号としては、垂直走査周期ごとの垂直スタートパルス信号が抽出される。これ
らの同期信号は、第１の反転信号生成部１１及び第２の反転信号生成部１２へ順次に出力
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される。
【００２７】
　第１の反転信号生成部１１は、水平同期信号及び垂直同期信号に基づいて、各画素に印
加する信号電圧の極性を反転させるための第１の極性反転信号を生成している。この第１
の極性反転信号は、各画素に対して印加される信号電圧の極性を垂直走査周期ごとに反転
させる交流駆動用の信号である。つまり、第１の極性反転信号によって、各画素に対する
信号電圧の正負の極性をフレームごとに反転させることができる。ここでは、第１の極性
反転信号として、隣接する画素に対して信号電圧の極性を反転させるドット反転駆動方式
の反転信号が生成されるものとし、生成された第１の極性反転信号は第２の反転信号生成
部１２へ順次に出力される。
【００２８】
　第２の反転信号生成部１２は、反転制御信号と、同期信号抽出部１０からの垂直同期信
号と、第１の反転信号生成部１１からの第１の極性反転信号とに基づいて、第２の極性反
転信号１３を出力している。反転制御信号は、ソース駆動部３に設けられた入力端子５を
介して反転制御信号生成部Ａ２から入力される。第２の極性反転信号１３は、反転制御信
号が入力されると、第１の極性反転信号の極性をフレームごとに反転させることによって
生成される。すなわち、反転制御信号が入力された際には、垂直同期信号に同期させて垂
直走査周期ごとに極性を反転させて第１の極性反転信号から第２の極性反転信号１３が生
成される。反転制御信号の非入力時には、第１の極性反転信号が第２の極性反転信号１３
として出力される。この様にして生成された第２の極性反転信号１３は、各ソースドライ
バＩＣ９に対して順次に出力される。
【００２９】
　ソースドライバＩＣ９は、第２の極性反転信号１３と上記電圧データとに基づいて、各
画素における薄膜トランジスタを駆動するスイッチング素子駆動手段であり、ソース線６
に対して順次に信号電圧を印加し、各薄膜トランジスタを駆動している。
【００３０】
　図３は、図２のソース駆動部における要部の構成例を示した回路図である。本実施の形
態における第２の反転信号生成部１２は、遅延フリップフロップ回路１４及び排他的論理
和回路１５によって構成することができる。遅延フリップフロップ（Delay-Flip Flop）
回路１４は、データ端子Ｄ、クロック端子ＣＬＫ、出力端子Ｑ及びＱＮの４つの端子を有
しており、データ端子Ｄに入力される信号の時間変化をクロック端子ＣＬＫに入力される
信号に同期させて出力する遅延回路である。
【００３１】
　排他的論理和回路１５は、２つの入力信号の排他的論理和を出力する論理回路である。
例えば、信号の振幅レベルがＨ（High）及びＬ（Low）に２値化されている場合、２つの
入力信号の振幅レベルがともにＨまたはＬのとき、振幅レベルがＬである信号が出力され
る。また、２つの入力信号の振幅レベルが互いに異なるときには、振幅レベルがＨである
信号が出力される。
【００３２】
　この様な回路を用いることにより、第２の反転信号生成部１２を簡素な構成で実現する
ことができる。具体的には、遅延フリップフロップ回路１４において、データ端子Ｄに反
転制御信号が入力され、クロック端子ＣＬＫに垂直同期信号が入力される。排他的論理和
回路１５には、遅延フリップフロップ回路１４の出力端子Ｑからの出力信号と、第１の極
性反転信号とが入力され、このときの出力信号が第２の極性反転信号１３となる。
【００３３】
　図４（ａ）及び（ｂ）は、図３の遅延フリップフロップ回路及び排他的論理和回路にお
ける入出力の対応関係を示した図である。図４（ａ）には、遅延フリップフロップ回路１
４の真理値表が示されている。例えば、信号の振幅レベルがＨ（High）及びＬ（Low）に
２値化されている場合、データ端子Ｄに入力された反転制御信号の振幅レベルがＨである
と、クロック端子ＣＬＫに入力された垂直同期信号における振幅レベルの立ち上がりと同
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期して、出力端子Ｑからの出力信号の振幅レベルがＨとなる。また、反転制御信号の振幅
レベルがＬであるときには、垂直同期信号における振幅レベルの立ち上がりと同期して、
出力信号の振幅レベルもＬとなる。従って、反転制御信号の振幅レベルの変化を垂直同期
信号に同期させて出力することができる。
【００３４】
　図４（ｂ）には、排他的論理和回路１５の真理値表が示されている。２つの入力信号、
すなわち、第１の極性反転信号及び遅延フリップフロップ回路１４からの出力信号の振幅
レベルがともにＨまたはＬのとき、振幅レベルがＬである信号が第２の極性反転信号１３
として出力される。また、２つの入力信号の振幅レベルが互いに異なるときには、振幅レ
ベルがＨである信号が出力される。つまり、反転制御信号の振幅レベルがＨとなると、垂
直同期信号に同期して第１の極性反転信号の極性が反転されて出力される。また、反転制
御信号の振幅レベルがＬとなると、垂直同期信号に同期して第１の極性反転信号が第２の
極性反転信号１３として出力される。従って、反転制御信号の振幅レベルの変化に基づい
て、第１の極性反転信号の極性をフレームごとに反転させて第２の極性反転信号１３を生
成することができる。
【００３５】
　図５は、図２の第２の反転信号生成部における入出力信号の振幅レベルの時間変化を示
した図である。ある垂直走査期間内において、反転制御信号の振幅レベルがＨからＬに変
化すると、遅延フリップフロップ回路１４の出力信号の振幅レベルは、垂直同期信号の立
ち上がりに同期してＨからＬに変化する。この出力信号の振幅レベルの変化に伴って、第
２の極性反転信号１３の極性が第１の極性反転信号に対して非反転、つまり、同一となる
。また、反転制御信号の振幅レベルがＬからＨに変化すると、遅延フリップフロップ回路
１４の出力信号の振幅レベルは、垂直同期信号の立ち上がりに同期してＬからＨに変化す
る。この出力信号の振幅レベルの変化に伴って、第２の極性反転信号１３の極性が第１の
極性反転信号に対して反転する。つまり、反転制御信号の振幅レベルの変化に基づいて、
垂直同期信号に同期して第１の極性反転信号の極性が反転され、第２の極性反転信号１３
が生成されている。
【００３６】
　図６は、図１の液晶表示装置における表示画面をフレームごとに示した状態遷移図であ
る。画素に直流成分が蓄積されるのを効果的に防止するためには、反転制御信号を、例え
ば、４フレームごとに出力することが好ましい。このときの画面表示の様子を示したのが
図６である。ここでは、反転制御信号が入力された直後の１フレーム分のみ第１の極性反
転信号の極性を反転させて生成された第２の極性反転信号１３に基づいて信号電圧の印加
が行われるものとし、偶数フレーム２１及び２５がこのフレームに相当している。このと
き、偶数フレーム２１，２３及び２５における表示領域２１ａ，２３ａ及び２５ａについ
ては、図１３の従来のものと比較して、交流駆動が成立しているので、画素の焼き付きを
防止することができる。
【００３７】
　図７のステップＳ１０１～Ｓ１０５は、図１の液晶表示装置における交流駆動の動作例
を示したフローチャートである。まず、同期信号抽出部１０は、補間処理部Ａ１からノン
インターレース信号が入力されると、水平同期信号及び垂直同期信号を抽出する（ステッ
プＳ１０１）。第１の反転信号生成部１１は、これらの同期信号に基づいて第１の極性反
転信号を生成する（ステップＳ１０２）。
【００３８】
　次に、第２の反転信号生成部１２は、反転制御信号生成部Ａ２から反転制御信号が入力
されると、垂直同期信号に同期させて極性を反転させることにより、第１の極性反転信号
から第２の極性反転信号１３を生成する（ステップＳ１０３，Ｓ１０４）。一方、反転制
御信号の入力がないときには、第１の極性反転信号を第２の極性反転信号１３として出力
する。各ソースドライバＩＣ９は、生成された第２の極性反転信号１３に基づいて、信号
処理部８からの電圧データに従って、各画素におけるスイッチング素子を駆動する（ステ
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【００３９】
　本実施の形態によれば、反転制御信号に基づいて第２の極性反転信号１３が生成される
ので、同一映像が複数のフレームにわたって連続して表示されるような場合に、交流駆動
が成り立たない画素が生じる場合に、反転制御信号によって信号電圧の極性を反転させる
ことにより、画素が焼き付きを起こすのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施の形態１による液晶表示装置の概略構成の一例を示した図である。
【図２】図１の液晶表示装置における要部の構成例を示したブロック図である。
【図３】図２のソース駆動部における要部の構成例を示した回路図である。
【図４】図３の遅延フリップフロップ回路及び排他的論理和回路における入出力の対応関
係を示した図である。
【図５】図２の第２の反転信号生成部における入出力信号の振幅レベルの時間変化を示し
た図である。
【図６】図１の液晶表示装置における表示画面をフレームごとに示した状態遷移図である
。
【図７】図１の液晶表示装置における交流駆動の動作例を示したフローチャートである。
【図８】従来の液晶表示装置の構成を示した図である。
【図９】従来の液晶表示装置におけるノンインターレース信号の表示画面を示した状態図
である。
【図１０】従来の液晶表示装置において画素に印加される信号電圧の極性を垂直走査周期
ごとに示した図である。
【図１１】従来の液晶表示装置におけるノンインターレース信号の表示画面を示した状態
図である。
【図１２】従来の液晶表示装置における表示画面をフレームごとに示した状態遷移図であ
る。
【図１３】従来の液晶表示装置における表示画面をフレームごとに示した状態遷移図であ
る。
【符号の説明】
【００４１】
１　液晶表示装置
２　液晶表示パネル部
３　ソース駆動部
４　ゲート駆動部
５　入力端子
６　ソース線
７　ゲート線
８　信号処理部
９　ソースドライバＩＣ
１０　同期信号抽出部
１１　第１の反転信号生成部
１２　第２の反転信号生成部
１３　第２の極性反転信号
１４　遅延フリップフロップ回路
１５　排他的論理和回路
Ａ１　補間処理部
Ａ２　反転制御信号生成部
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